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平成２４年度建築着工統計（国交省発表） 
 

着工床面積１.3５億㎡６.4％増 新設住宅着工戸数８９万戸６.２％増 

国土交通省は４月３０日に平成２４年度の建築着工統計調査結果を発表した。 

それによると、全建築物の着工床面積は、１３５,４５４千㎡で全年度比６.４％増（前年度は４.１％増）で、３年連続の増加と

なった。また、新設住宅着工戸数は、893,００２戸で、前年度比６.２％増となり、３年連続の増加となっている。 

新設住宅の着工床面積は７９,４１３千㎡で、全年度比４.８％増と、これも３年連続の増加となっている。 

 

全建築物 

全建築物の建築主別を見ると、公共の建築主は８７０万㎡で、前年度比６.４％増、前年の減少から再び増加に転じてい

る。 

民間の建築主は１２,６７６万㎡で前年度比６.４％増、３年連続の増加をみている。 

なお、民間建築主の居住用は８,２２０万㎡で前年度比４.６％増、３年連続の増加となっている。非居住用は４,４５６万㎡

で前年度比１０.０％増、これも３年連続の増加である。 

 

新設住宅 

新設住宅の利用関係別戸数を見ると、２４年度の持家は、３１６,５３２戸で前年度比３.８％増、前年の減少から再びの 

増加に転じた。 

貸家は３２０,８９１戸で、前年度比１０.７％増、４年ぶりの増加。 

分譲住宅は２４９,６６０戸で前年度比４.４％増、３年連続の増加となっている。その内訳は、マンションが１２４,０２７戸で

前年度比３.３％増、３年連続の増加。１戸建住宅は１２４,５３６戸で前年度比５.６％増、３年連続の増加。 

 

地域別戸数 

地域別戸数を見ると次の通りである。 

首都圏の総戸数は前年度比３.１％増。 

中部圏の総戸数は前年度比３.0％増。 

近畿圏の総戸数は前年度比３.5％増。 

その他地域の総戸数は前年度１１.３％増。 
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